グローバル・ガバナンス　　　　　　　　　　　　　文責：青山幹史
 現在、国際社会に山積している様々な問題は、「地球的問題群」といわれている。人間の安全保障、南北問題、環境問題、民族・難民問題は、その対象が超国家的な範囲に及び当事国のみでは解決できなくなっている。このような問題は、冷戦期には米ソの二大国の争いの中で見過ごされてきたが、冷戦構造の崩壊後、グローバル化が進んでいく中で注目されるようになってきた。グローバル化とは、世界を距離的に縮め、地球の一体化をもたらしている。その特徴は国家の相互依存、多国間主義、空間の圧縮、普遍主義の浸透である。このような時代の転換は、従来の国家中心的な枠組みの限界を露呈させ、冷戦崩壊後の現代世界に新たな枠組みを構築する必要性を問いている。
そこで、合同ゼミでは、最近注目されている問題解決の新たな方策としての、グローバル・ガバナンスをグランドテーマに設定、グローバル・ガバナンスの定義については、

「ガバナンスというのは、個人と機関、私と公とが共通の問題に取り組む多くの方法の集まりである。相反する、あるいは多様な利害関係の調整をしたり、協力的な行動をとる継続的プロセスのことである。」（グローバル・ガバナンス委員会）
「地球社会がその問題解決のために動員する、理念、政策、制度そして能力」
（中央大学内田孟男教授）

「地球規模の問題に適切に対処する能力」（中央大学横田洋三教授）

などがあるが、いまだ確固たる定義はなされていない。
合同ゼミの定義は、
「国家中心の国際関係を超えた地球規模の問題に対する新たな取り組み」とした。

その特徴は、従来の国家中心主義を脱して、様々なアクターを国際政治の舞台に取り入れる、統治と自治を併せた共治の考えである。グローバル・ガバナンスの問題対象は、国家中心の国際関係では解決できない地球規模の問題である。今回の合同ゼミでは、人間の安全保障、南北、環境、民族・難民問題と国際組織の問題をとりあげ、国益重視ではなく、人類益を重視する地球市民社会、普遍的な国際組織としての国際連合、地域的国際機構や、その他の国家、市場、市民社会・NGOとの連携関係を築くことを目標にした。
　グローバル・ガバナンス構築に向けて、合同ゼミでは五つのセクション（人間の安全保障、南北問題、環境問題、民族・難民問題、国際組織）に分けて、まずはセクションごとの問題を解決する方策を探っていく。そして、その過程で生じた各セクションの特異な点を踏まえながら、それをまとめていくことでより普遍的なグローバル・ガバナンスを構築していくことにした。
以下の図は、地球規模の問題（ここでは例としてAIDS）に対する、既存のアクターとGG概念に基づく新たなアクターの働きかけの想定図である。
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新たなアクターによる働きかけ
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